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THE KNOWLEDGE

私の番号は？

ザ 
・スコッチモルトウイスキー・ソサエティのユ
ニークなコードシステムは創業当初の1983
年からスタート、その年に4本のシングルカス
クウイスキーをリリースした。1.1と1.2はグレ
ンファークラスと公開していたが、2.1と3.1

に関して蒸留所は公開せずスペイサイドとアイラから、としか明らか
にしなかった。

その後コードシステムの番号は増え、今ではウイスキー業界にお
いてアイコニックな存在になった。熱心な会員の中にはこの番号で
蒸留所がわかる人も存在する。

なぜ蒸留所の名前をボトルに明記しないのか？
まず初めに、このシステムが始まった背景から。ソサエティのコー

ドシステムは、貴重な樽をソサエティに供給してくれる蒸留所のブラ
ンドを守る為からはじまった。蒸留所は何百樽ものウイスキーを高
度なスキルを使ってブレンドして常に同じフレーバープロファイルを
もったウイスキーを造り続けるのに莫大な投資を行っている。しか
し各樽はそれぞれ魅力的なポテンシャルのユニークなキャラクター
を持っているものの、なかにはターゲットとしているフレーバープロ
ファイルとは全く違うものもある。

ソサエティの初期には、蒸留所特有のフレーバープロファイルと
は異なり蒸留所のブランドを傷つける恐れのないカスクの場合には
おおよその見当がつくような方法で蒸留所を示したこともあった。

明快なコードシステムも年を重ねる事で複雑になってきた。ソサ
エティのボトリングの範囲が広がるにつれ、コードシステムにはアル
ファベットが加わった。例えば、Ａはアルマニャック、Ｂはバーボン、
Ｃはコニャック、Ｇはグレーンウイスキー、ＧＮはジン、Ｒはラムそし
てＲＷはライウイスキー。

シ 
ングルモルトのカテゴリーでも必要に応じて
コードシステムは発展した。例えば、一つの
蒸留所で製造工程が異なる全く違うタイプ
のウイスキーを製造した場合には新しくコー
ドを発番した。例えばスペイサイドの104番

と71番は同じ蒸留所のものである。
なぜ違う番号を使うのか？その理由は104番は1981年に短期間

で廃棄されたローモンドスチルを使用しておりこの蒸留所が通常造
るウイスキーと全く違うキャラクターをもっている。同様に、109番
のボトルは72番と同じ蒸留所で1964年から1981年まで稼働してい
たローモンドスチルによって造られた。

キャンベルタウンにはもう一つの例がある。同じように27番の蒸
留所では、114番と126番も造られている。その理由は違う工程で
ウイスキーを造っているからである。27番はユニークな2回半蒸留、
114番は重いピートウイスキーで一般的な2回蒸留、そして126番は
3回蒸留と蒸留工程が異なる。

こ 
れらは皆、柔軟な製造工程が可能で様々な種
類のシングルモルトやシングルグレーンウイス
キーの製造が可能な大規模蒸留所の場合で
ある。現在スコットランドには同じ敷地内でグ
レーンとモルトウイスキーを蒸留している蒸留

所が一か所だけある。そこは地理的にもローランドとハイランドの
境界線上にあるのだが蒸留所自身はハイランドと称している。

ソサエティはこの蒸留所のカスクを112番と122番の2つのコー
ドでボトリングをおこなっている。両方とも独特のストレートネック
ポットスチルで蒸留している。これは1964年にこの蒸留所が出来上
がった時に特別にデザインされたものだ。このスチルにはポットスチ
ルが土台にありストレートネックだ。スピリッツスチルにはプレート
が配置されているが、ウオッシュスチルには存在しない。

ここで違いが出てくる。112番は工程の中でスチルヘッドクーリン
グがあり、これにより高い度数のアルコールで尚且つ軽い、そしてモ
ルティーなスピリッツが出来上がる。

122番のボトリングはスチルヘッドクーリングの工程は使わず、低
い度数のアルコール。フルボディでフルーティなキャラクターでヘ
ビーピーテッドとなる。工程が異なればウイスキーのキャラクターに
も違いが出る。だから違う番号を私たちは採用した。

説明が複雑過ぎたかもしれないが、あなただけが混乱したわけ
ではない。ソサエティ自体も間違って112.7から112.12と112.16は
ヘッドクーリング工程を使用してストレートネックポットスチルにて
蒸留されたとしてコードを与えた。しかし実はこれらは蒸留所の昔
ながらの別のポットスチルで蒸留されていて、これらに対しては新し
いコードを付けるべきであった。

明確にするため、112と122の蒸留所のコードリストに新しく135
番を加えた。蒸留所の昔ながらのポットスチルで蒸留したものでス
トレートネックのポットスチルとは全く違う味わいのスピリッツを作
り上げているからである。

最後にソサエティのコードシステムの管理者であるスピリッツ・マ
ネージャーのユアン・キャンベルの話。

「蒸留業者が今までと全く違う味わいのウイスキーを造ったとし
ても新しいコードを付けるわけではない」。「135番に限っては、全
くちがうスチルを使って造られ、結果全く違うキャラクターに出来上
がっている」。

1983年の最初のコード1.1からソサエティのコードシステムは長
い旅路を歩んでいる。安心してください、これからもっと新しい番号
があなたの前に現れ、時には思い出となるでしょう。

文： リチャード・ゴスラン
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AWARDSAWARDS

頂
点
へ 私たちの仕事は受賞を誇示することではなく、シングルカスク、

シングルモルト自身のクオリティによって語られたいと思っ
ている。とは言えサンフランシスコワールドスピリッツコンペ
ティション（SFWSC）で出品した7種のウイスキーが７つとも
ダブルゴールドメダルを受賞、圧勝したこと、特に29.224：
｢着いたよ！」がこの価値あるコンペティションで“Best in 
Show”のタイトルを獲得したことはUnfiltered誌で報告す
る価値がある。

2017年にはSFWSCで栄誉あるインディペンデント・ボト
ラー・オブザ・イヤーを再受賞し、同時にキャンベルタウン、ス
ペイサイドとグレーンウイスキーのインディペンデント・ボト
ラー・オブ・ザ・イヤーも受賞、さらにはラグジュアリー・マス
ターズ・アワード、IWSC、インターナショナル・スピリッツ・
チャレンジ、アルティメットスピリッツチャレンジ、スコッチ・ウ
イスキー・マスターズといった多くの国際的コンペティションで
の受賞も続いた。

スピリッツ責任者のカイ・イヴァロにとってこの受賞はボト
リングまでの注意深い工程に対する称賛であり、テイスティン
グ・パネルにとってはその評価方法への賛美である。

「テイスティング・パネルによって吟味された中からコンペ
ティションに出品するウイスキーを選ぶのは容易である」とカ
イ、「受賞を目指して選ぶわけではなく、テイスティング・パネ
ルが特に高い点数を与えた素晴らしいウイスキーを選んでボト
リングするだけだ」。

「とは言え、このような機会に独立した専門家によるブライ
ンド・テイスティングで評価されることは我々の考え方と同じ
であり歓迎する。私たちは蒸留所の名前をボトルに明記しない

という独特のアプローチをしているので、この受賞は私たちが
正しいやり方をしていると胸を張って言える自信となる」。

エキゾチック・カーゴ、ソサエティ初のブレンデッドモルトで
あるこのウイスキーは様々な賞を受賞した。昨年の8月に‘会
員の承認を求めて’として発売し好評を得、今年の3月にバッ
チ2(日本国内は未発売)を発売した。このブレンデッドモルト
のバッチ１はSFWSCにてベストブレンドウイスキーカテゴリー
でダブルゴールドを受賞。さらにスコッチ・ウイスキー・マス
ターズ・コンペティションの12年以下熟成のカテゴリではマス
ターメダルを受賞し、同時にバッチ２はゴールドに輝いた。

スピリッツ・マネージャーのユアン・キャンベルにとって、エ
キゾチック・カーゴの受賞はブレンドに対するだけでなくソサ
エティの会員が楽しめることにも与えられたものである。

「私たちがブレンデッドモルトを製造するのであれば、それ
は素晴らしい出来上がりでなければならないと考えていた」と
ユアン。それは困難な挑戦で、異なる度数と異なる組合せを順
序立ててアプローチし最終的にこれだというものに至った。最
終ブレンドをテイスティング・パネルで試飲した時には、お互
いの顔を見合わせ、誰かが「ありえない、本当においしい！」と。
私たちが会員と分かち合いたいのはまさにこれだと、感じた瞬
間だった」。

エキゾチック・カーゴ・バッチ1と２の成功に続くウイスキー
がもうすぐ発売される。それについてイアンは口を閉ざしてい
るが、「ブレンデッド・モルトだけど全く違うもの‐冒険的だが、
多くの人を喜ばせてくれる‐会員の反応が楽しみだ」

そして、コンペティションの審査員の反応も・・・。

ソサエティはサンフランシスコワールドスピリッツコンペティションですでに
７つものダブルゴールドメダルを受賞したが、

今後まだまだポテンシャルがあるものが待ち受けている・・・

受賞した誇らしい7本

サンフランシスコワールド
スピリッツコンペティション

ダブルゴールド受賞

29.224:
着いたよ！

（ベストインショーとベストス
コッチ合わせて受賞）

29.234:
スモークとトフィアップル
（ヴォルツコレクション）

10.119: 煙突のハチの巣
30.97: ダンスする火山

4.229: 火山のようなジャム
7.187: 滑らかで甘く魅惑的、

エキゾチック・カーゴ
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蒸留所探訪

創設： 1898年
オーナー： ビームサントリー社（2015年より）
蒸留器： 8（４スピリッツ、４ウオッシュ）
発酵槽： 14
容量： 年間5.5百万ℓ
発酵時間： 55時間
熟成庫： ほとんどがダンネージ、1/3ラック

アードモアについて

｢U nfiltered」の取材で何
度もスペイサイドを訪れ
ているが、目的地がダフ
タウン、クライゲラキか

らすぐの距離にあるにもかかわらず、Vaultsから通
常とは違うルートをとった。もっとも通常とは違う
ルートをとる事はソサエティの旅ではそれほど珍し
いことではない。

曲がりくねった道を通って着いたアードモア蒸留
所はケネスモント村と、アバディーンシャーのハント
リーの近くにあった。スペイサイドの郊外とも言え
るかもしれないが、この蒸留所は胸を張ってハイラ
ンド地域だと自負している。まるで絵にかいたよう
な風景のノッカンディ・ヒルのたもとで16もの水源
をもっている。スペイサイドの中心とは違い、近く
に他の蒸留所はなく、一番近くで15マイル北東に
行ったグレンドロナックになる。

この蒸留所一般開放はしていないが、倉庫の壁
には大きく「ティーチャーズへようこそ」と表示さ
れている。1898年にグラスゴーのブレンダーであ
るウイリアム・ティーチャーの息子のアダム・ティー
チャーによって蒸留所は設立され、現在もアイコ
ニックとなるブレンデッドウイスキー・ティーチャー
ズのバックボーンとして供給している。1970年代
初め、ティーチャーズ・ハイランド・クリームは何万
ケースも英国内で出荷されていたが、現在はブラジ
ルやインドが主要マーケットとなっている。

ピートとピクト族

蒸留所はとても暖かく心地よい魅惑的な麦芽の香
りがマッシュハウスから漂っているが、アードモア
独特なハイランドピートの香りは感じられない。蒸
留所マネージャーのジョージ・フォースがその理由

を説明してくれた。
「アードモアは通常ピートウイスキーを生産して

いるが、今日はピート香のない、地元のピクト族の
巨石群から名前をとったアードレアスピリッツとい
うものを蒸留しているからだ」。

ジョージの説明によると現在蒸留所ではアード
モアとアードレアの２つを生産している。ピートが
効いていないアードレアはほとんどブレンディング
の為に生産され取引されているが、＜レガシー＞の
ような若熟のアードモアのシングルモルトのピート
を柔らかくするためにも若干使用されている。

アードレアで蒸留されたフェインツとフォア
ショッツは、アードモア製造のために再利用され、
これは伝統的に行われている製造方法である。し
かしアードレアはノンピートである必要があるため、
反対にアードモアのフェインツとフォアショッツを
アードレアの製造工程に使用する事はない。

「（フェインツとフォアショッツの無い）最初から
蒸留をしなければならないので、今でもウオッシュ
スチルから度数を高めるまで時間をかけている」と
ジョージは言った。

ティーチャーズの歴史について

蒸留所本体の中に行く前に、過去に使用していた
貴重な資料を見てみよう。蒸留所設立当初からの
記録帳があり、そこには最初のマッシュに関するも
のや大麦や給与の支払い記録があった。炭火で蒸
留中に底が焦げ付かないようにスティルの底を引き
ずっていた銅の鎖が古いウオッシュスチルの底に見
えた。1900年代初めの子供達が空のティーチャー
ズボトルを使ってクリケットを遊んでいるチャーミ
ングなポスターも飾ってある。

そこには250ml容量の“ドラムカップス”オリ

アバディーンシャーの外れにある、アードモア蒸留所は通常一般開放を
行っていないが、ソサエティのスピリッツ・マネージャーがその豊かな
歴史を探訪出来るよう門戸を開いてくれた。

ARDMORE  蒸留所...
文： ユアン・キャンベル // 写真： ピーター・サングラウンド
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蒸留所探訪SECTION 蒸留所の従業員にふるまわれていた
‘dramcup’に感激するイアン

2001年まで使用されていた
アードモア蒸留所の石炭直火式蒸留器

アードモアの深い歴史に誇りを
もっている蒸留所マネージャーの
ジョージフォース

ジナルクーパーもあり、1980年代には蒸留所の従
業員の福利厚生として毎日4杯分の出来立てスピ
リッツを渡していた。アードモアでは歴史や過去の
経験がしっかりと根付いている事に気づかずには
いられない。彼らは蒸留所の歴史を理解し次世代
に引き継いでいくことに誇りを持っている。

蒸留所の特徴

まず最初に訪れた場所はモルト倉庫、そこには
1,080トンの穀物を貯蔵できる場所がある。

「モルトは搬入後ゆっくり休ませる事が重要だ」
とジョージ。「モルティングの後すぐにキルンに回さ
れ、味わいや風味をつけるため少なくとも1週間の
時間を費やす」。

1976年までは自分たちでサラディンボックス内
でモルティングしていた。今は、モルトスターから、

12～14PPMのフェノール値のモル
トとアードレアのピートの効い
ていないモルトが一緒に運ば
れる。それを北東にあるフ
レーザーバラ近郊のニュー
ピッツリゴで乾燥させる。

マッシュハウスに向かう
途中、私は様々な開封済み
のボトルをみかけジョージがテ
イスティングを進めてくれた。彼は
12年熟成のアードモアを注いだ。「これ
はここでしか飲めない」と彼。「蒸留所の100周年
記念の為にボトリングされたもので、蒸留所ツアー
を行わない私たちからしてみたらこれがテイスティ
ングできるのは珍しいことです」。ウイスキーはフ
ルボディでそしてオイリー、ピートのパンチが効い
ていて味わい深い。私は試したものをその後購入

したいと思ってもここにはビジター
センダーでさえないのだから購入

もできるわけがない。
「数年前からビジターセ

ンターの建設の話が持ち上
がっているので、数年後に
は出来ているかもしれない」。

納得のビクトリアン・バイブ

私たちは12トンのマッシュタンの前を
通り過ぎた。ここでは15分間かけ底部のバルブを
ゆっくりと開き、ドレイン速度を注意深く制御しク
リアな麦汁を得る。私は泡立つウォッシュバックを
調査する楽しみがあり、多くのCO2を吸収してしま
う事で綱渡りをしているような感覚になる。この蒸
留所には至る所に歴史的貴重な機器を見る事が出
来る。独特のボイラーフェイス‐プレートとスチーム
エンジンは古いレザーファンベルトと共に未だに稼
働している。外を見渡せば、鉄道の線路と有人の
信号箱が蒸留所独特のビクトリア調の雰囲気に溶
け込んでいる。

石炭から蒸気へ

蒸留スチルも独特で、ストレートラインが８基、ス
ピリッツスチルが4基中央にあり、両側にそれぞれ
2基ウォッシュスチルがある。ラインアームから急激
に下方に下がっているが、スピリッツスチルはそれ
ほど下っていない。そこからシェル＆チューブ・コン
デンサーへと続いている。2001年までは直接スチ
ルを燃焼する“オーブン”と呼ばれる独自の石炭直
火蒸留が存在した。

「2名のスチルマンが部屋の両方で担当の
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蒸留所探訪

S M W S . C O M 11

ソサエティ

魅惑的なサンプルに
集中するクリストファー

写真： ジェレミー・スットンハイベルト

1年前、思いがけず最初にブレンデッ
ドモルトをリリースした際、私たちは
ボトルに‘会員の承認のために’と記
した。エキゾチック・カーゴと呼んだ
この商品には想像以上に会員からの

ポジティブな意見が多く、“パラダイスに向かうシェ
リーに浸かったクルーズ”と言った声や、試飲した多
くのコンペティション審査員までをも唸らせた。エ
キゾチック・カーゴはサンフランシスコワールドスピ
リッツコンペティションでダブルゴールドを、またス
コッチウイスキーマスターズ12年以下熟成ブレン
デッドモルトカテゴリーでマスターメダルを受賞した。

私たちはこういった栄誉に頼るわけではないが、
8月にまた新しいブレンデッドモルトをリリースする
（ＵＫ本国）。この新しいブレンデッド、ピートフェ
アリーを会員の皆様へUnfilteredにて案内する。

今回、グラスゴーにあるパートナーバーBon 
Accordに、ソサエティ愛が強いChr is tof fer 
Hallström, Jess Lomas, Iain Love と Archie 
McDiarmidが集結した。

最初の感想は実に明確、まずデリケートなピート
香、ヘザーハニー、バニラそしてエキゾチックフルー
ツの香り。

「深いスモーキーモルトの昔ながらの味わい、ま
るでキャンプファイアーをしながら食べるアイス
クリームのようで私が好きな味わいだ」とArchie
（アーチー）。「芳しいバニラ、甘くクリーミーな味
わいだが反対に堂 と々した鋭いスモーキーさもあり、
愛らしいコンビネーションがそこにある」。

「ボディがとても良い」とJess(ジェス)。「私の最
初の印象は少し軽いイメージのウイスキーだが、舌
の上では意外と力強い」。

焼きたてのパネトーネ、程よい感じのシトラス、
イーストの香りを連想させる。フローラルでフルー
ティな香りが鼻の中を抜けるが後追いはない。熟成
年数なりの香り方だと感じる。味わいは、ん？これ
は素晴らしい。洗練されていて素晴らしくバランス
が取れており、もう一口ほしくなる」。

「これは飲み口が良すぎる」とIain（イアン）も
賛同した。「長いアフターではないと思うが、ハチミ
ツのようでブレンデッドモルトではめったにない味
わいだ。スモーキーだが、ほど良く、きれいにまと
まっているように感じる」。

「エレガントなブレンデッドモルトにあるバラン
スの良さを感じる」とクリス。「シングルモルトは時
に極端な味わいもあるがだからこそ私たちは惹か
れる。しかしこれはとてもバランスがよくピート香
とバニラが調和し、それはまるで夏を感じる一杯
だ」。

このピートフェアリーはアルコール度数50％、ス
モーキーなフィニッシュを短くしてしまうからこれ
以上の加水は必要ない。

スペイサイドとアイラのキャラクターのコンビ
ネーションがこのような面白い似た者同士になろう
とは誰が思いついただろう、とアーチ―が最後に締
めた。

「私は昔ながらの古い白黒のイギリス映画、‘逢
引き’を思い出させる」と彼は言った。「このウイス
キーは全くちがうキャラクターが奇跡的に出会う、
それはまるで映画の中で二人が奇跡的な時間を過
ぎ去る前に過ごすかのようだ」。

皆様のお手元に届くまでにはもう少しかかりま
すが、待っていてください。そう遠い日ではありま
せん。

お日様
こんにちは

‘夏の一杯…甘くクリーミー…はちみつの様な味わいも感じる’‐と会員の一人が
私たちの新しいブレンデッドモルト、ピート・フェアリーを表現した。

イアンのアードモア蒸留所見学と
ジョージフォースの

お話を是非YouTube SMWS 
Silverscreenにてご覧ください

ノッカンディ・ヒルの木陰で、
蒸留所に供給している16の源泉

ローワインとフェインツとフォアショッツのタンクを
操作している。「蒸留中の温度管理はとてつもない
スキルが必要で、火器の扱い方がわかっていないと
できない事だ」とジョージ。

しかしながら、1器のスチルが火事となり、それを
機に最終的に蒸気コイルへとアップグレードするこ
とになった。

「当時のマスターブレンダー、ロバートヒックス
はスチームの切り替え後、スピリッツの個性を保存
する為のカットポイントを見極めるため色々な努力

を費やした」とジョージ。
ジョージ曰く近代化は一般的にバランスをとる

事だと言う。「マッシングにもスチルハウスも近代化
されているところはあるが、最終な製品となるまで
大半は手作業で行われている」。

現代へ

この古風な蒸留所にも近代化の波が押し寄せてき
ている。2015年に設置された2百万ポンドの嫌気

性消化処理プラントは、会社の持続可能性と効率
性を促した。

この蒸留所は歴史を大切にし、受け継がれたこ
とを受け継ぎ守っていくことにも誇りを持っている。

アードモアがシングルモルトの中で卓越した地
位を確立し、ティーチャーズブランドが世界各地で
生き続ける。

私のたった一つの願いはビジターセンターの設
立だ。たくさんの事をここから学べるが、だが今は、
誰にも共有できない。
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バランスのとれた味わいに
称賛するジェス

ブレンデッドモルトの
完成に感謝するイアン

‘逢引き’を楽しむアーチー


